
無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

福島第一・１号機 格納容器内温度の上昇事象と
原子炉注水流量について

平成27年7月30日

東京電力株式会社

2無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

経緯・目的

１～３号機の原子炉注水については，これまでにも様々な注水変更を実施し
てきており，得られた温度応答から，炉内の状況を推定。

（平成26年2月27日 廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議）

現在確認されている，１号機の格納容器内温度の上昇事象については，原
子炉注水の状態変化によるものではなく，窒素封入量やガス管理設備の排
気流量，大気圧変動などの影響を受けていることがわかっており，窒素封入
量の増加により温度を安定化出来ると評価。

（平成27年3月26日 廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議）

一方で，この温度上昇事象はペデスタル内に存在している熱源に起因して
いると推定しており，ペデスタル内の熱源の状況について，原子炉注水の観
点から検討。
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１号機における一部の格納容器内温度の上昇事象

１号機では平成23年12月以降，窒素封入・排気の変化や，大気圧変動等に伴い，一部
の格納容器内温度（HVH温度，安全弁温度）が上昇。

温度上昇が発生していない時期においても，これら温度上昇する箇所は他の格納容
器内温度よりも高めの温度分布で推移。
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熱源の場所は，温度が上昇する格納容
器内温度の位置関係（OP14,000付近）か
ら，ペデスタル内の制御棒駆動機構配管
付近と推定。

一方，窒素封入量の増加によって，格納
容器内温度の上昇は発生しなくなると考
えているものの，窒素が持ち運ぶ熱量は
小さく，格納容器内の一部の温度は窒素
封入量増加後も比較的高いのままと推定。

そこで，ペデスタル内の熱源の状況につ
いて検討するため，これまでの原子炉注
水の実績と格納容器内温度について整理。

温度上昇と熱源

温度上昇は格納容器内温度の一部のみで，格納容器の全体的な冷却状態には影響
がないため，温度上昇の原因となっている熱源は局所的に存在。

窒素封入等の格納容器内の気体の流れの変化によって温度が変化しており，気体が
持ち運ぶ熱量は小さい※ことから ，熱源の発熱量も小さい。

ペデスタル内熱源

（OP.14720～15360）

（OP.14000）

（OP.14000）

（OP.14200）

HVH(戻り)
（OP.11200）

窒素封入
1625F

1625G
1625H

1625J
1625K

0°

90°

180°

270°

※ 窒素の熱容量は水の3000分の１以下

CRD：制御棒駆動機構
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261-13Aと平均温度の差分 1625Hと平均温度の差分

1625Jと平均温度の差分 1625Kと平均温度の差分

平均温度 注水流量（合計）

給水系注水流量 炉心スプレイ系注水流量

温度上昇する温度計と他の温度計の温度の差分

温度上昇が発生する温度計と，他の温度（平均）の差分に着目。

指示値の差分に季節変動はなく，概ね全体的に減少傾向。

一方，平成23年11月頃には，温度上昇する温度計（TE-1625H，J，K，TE-
261-13A等）と他の格納容器温度（平均）の差分が小さい時期が存在。

平均温度

給水系流量

温度の差分
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平成23年11月前後では，ガス管理設備運転開始，窒素封入量の増減， 炉心スプレ
イ系からの注水開始，給水系注水量増減など，冷温停止状態に向けた安定化作業
を活発に実施。

注水流量に着目すると，平成23年11月に給水系の注水流量を増加（約8m3/h）させ
た時期において，温度の差分が最も小さくなっている

窒素封入
増加

窒素封入
減少

ガス管理
設備運開

窒素封入
減少

給水系
流量減

炉心スプレイ系
から注水開始給水系

流量増

給水系

約8m3/h

給水系流量

温度の差分
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給水系の注水流量と熱源に関する考察

炉心に直接注水する炉心スプレイ系に比
べ，給水系は原子炉圧力容器の外周部
から注水していることから，ペデスタル内
の外周部付近に存在している熱源を冷却
しやすいと推定。

給水系からの注水量を増加させることに
より， ペデスタル内（制御棒駆動機構配
管付近等の外周部）の熱源が冷却され，
他より高めとなっている一部の格納容器
内温度が低下すると推定。

⇒給水系の注水流量を増加し，格納容器内温度の応答を確認することで，ペ
デスタル内熱源に関する情報を得られる可能性

格納容器空調（供給）
OP14000

安全弁
OP16650

制御棒駆動系配管
OP.14720～15360

炉心スプレイ系

給水系
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（参考）原子炉圧力容器底部の損傷箇所に関する考察

事故時の圧力容器底部の損傷箇所につい
ては，これまでに具体的な情報は得られてい
ないものの，推定として中性子計装系，制御
棒駆動機構，ボトムドレン等の配管接続箇所
などが脆弱であり，損傷に至っている可能性。

温度上昇が発生している温度計の角度方
向から，北西，北東，南西の制御棒駆動系
配管付近に熱源が存在していると推定

１F1 原子炉圧力容器底部付近構造概要

核計装
制御棒駆動機構

ボトムドレン

１F１ 核計装/制御棒配置図

90°

0° 180°

270°HVH-12C SUPPLY AIR 
TE-1625H(282°)

HVH-12E SUPPLY AIR
TE-1625K (104°)

HVH-12D SUPPLY AIR
TE-1625J (69°)

N

安全弁 4A
TE-281-13A
(111°)

熱源が存在
と推定

⇒北西，北東，南西方向の外周付近にある中性子計装系，制御棒駆動機構と
原子炉圧力容器底部の接続箇所等が損傷している可能性があると推定。

局所出力領域モニタ
中間領域モニタ
起動領域モニタ

中性子計装
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今後の対応

ペデスタル内熱源に関する情報の獲得を目的に， 給水系からの注水量を増
加させ，格納容器内の温度応答を確認する試験を実施する。

注水量増加に応じて全体的に温度が低下する中で，高めを推移している温度が
他と比べて大きく低下し，差分が小さくなることを確認する。

建屋滞留水や水処理設備，注水設備の運用への影響が想定されるため，実施
時期や詳細手順を調整中。

なお，現在の格納容器内温度は，全体的に100℃を大きく下回っており，十分低
い状態に管理出来ているため，試験終了後は注水流量は現在の状態に戻す予
定。

実施時期は，新設予定の窒素封入ライン（ジェットポンプ・センシングライン）
が完成後，まずは現在計画中の窒素封入量を増加させた後に計画中。
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まとめ

1号機の格納容器内温度の上昇事象について、給水系からの注水量の増加
に対する，格納容器内の温度応答を確認することにより、温度上昇事象の直
接原因と考えているペデスタル内熱源に関する情報を得られる可能性がある
と推定。

今後，ペデスタル内熱源に関する情報の取得を目的に， 給水系からの注水
量を増加させ，格納容器内の温度応答を確認する試験を実施する。

実施時期は，新設予定の窒素封入ライン（ジェットポンプ・センシングライン）
が完成後，まずは現在計画中の窒素封入量を増加させた後に計画中。

ペデスタル内熱源に関する情報は，温度上昇事象のメカニズムの検証の他，
今後の燃料デブリの取り出しや内部調査の計画等の参考情報として，知見拡
充に資する事が期待。
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（参考）現在の各号機の崩壊熱と注水量（H27年7月時点）

崩壊熱 原子炉の冷却に
必要な注水量（LCO）

目標注水量

１号 約0.10 MW 1.7 m3/h
4.5 m3/h

（内訳）
・FDW系 2.5 m3/h
・CS系 2.0 m3/h

２号 約0.13 MW 2.2 m3/h
4.5 m3/h

（内訳）
・FDW系 2.0 m3/h
・CS系 2.5 m3/h

３号 約0.13 MW 2.2 m3/h
4.5 m3/h

（内訳）
・FDW系 2.0 m3/h
・CS系 2.5 m3/h


